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消臭

消臭



などをする。　※受診時は本品またはSDSを持参する。

●用途外に使わない。●子供の手の届く所に置かない。●認知症の方などの誤飲や他の事故
を防ぐため、置き場所・漂白中の食器などの取り扱いに注意する。●原液で使わない。●熱湯で使わない。●作業時は
保護メガネ、及び炊事用手袋を着用する。●キャップを開ける時に原液が飛び出すおそれがある。また、容器を移動す
る時は、キャップをしっかり閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮ふに付くおそれがある。●他の洗剤などと併用しな
い。●酸性タイプの製品や塩素系の排水口ヌメリ取り剤・生ごみ・食酢・アルコールと混ざらないようにする。有害なガス
が発生して危険。●水や他のものを入れたり、他の容器につめかえたりしない。破裂することがある。●酸素系漂白剤
と併用すると効果が落ちる。●衣類や敷物や家具に液がつくと脱色するので注意する。 ●直射日光を避け、高温の所
に置かない。●倒して保管しない。●使い終わった容器は水で洗い、つぶしてボトルの空気を抜き、キャップを閉める。

用途
厨房用品の漂白・除菌・消臭

使い方

漂白
（除菌・消臭）

除菌
（消臭）

（使えるもの）

●ふきん、おしぼり ●まな板、食器（茶碗、湯飲み、
カップ、哺乳びんなど）、きゅうす

●食器用スポンジ

●10Lの水に60mL
（キャップ約3杯）

●10Lの水に100mL
（キャップ約5杯）

●冷蔵庫、食器棚

●10Lの水に12mL
（キャップ約1/2杯強）

●10Lの水に20mL
（キャップ約1杯）

液に浸した布を絞って
拭いた後、水拭きをする。

使用量の
目安

約2分浸した後、水ですすぐ。※木製のまな板は5分以上浸す。
※食器用スポンジは変色することがあるので長時間浸さない。

約30分（汚れのひどい時には少し長めに）浸し
た後、水ですすぐ。

●白物のふきん・おしぼり（木綿、麻、ポリエステル、アクリル、レーヨン、キュプラ）
●メラミン以外のプラスチック製品●木・竹製品●陶器●ガラス器●食器用スポンジ

（使えないもの）●色物・柄物のせんい製品●金属製の容器、用具●メラミン食器●漆器●獣毛のハケ
●水洗いできない製品や場所●食品
★衣料等せんい製品の漂白にはワイドハイターやハイターE等の衣料用漂白剤を使う。
★せんいや材質自体が黄変したものは、漂白剤でも元に戻らない。

個  288×210×149 5.1㎏
梱  307×460×223 16.1㎏






